
紙面の都合上、質問は抜粋しています

◎三宅繁博　〇眞鍋幹雄　
　三浦克彦　　飛鷹裕輔　　三好　平　　曽我部　清

産業建設委員会
審査概要

◎委員長　〇副委員長

　質問
具定展望台の実施設計委託料の概要について伺う。

　答弁
昭和 37 年に整備された具定展望台は、老朽化が著しく、
東屋にはクラックなどが発生している状況である。整備
計画案については、老朽化した既存の東屋を撤去し、新
たに東屋を設置し、アッパーライトやダウンライトの更
新及び外灯の新設を計画している。
また、キッチンカーの進入を想定した進入路の整備や修
景用フトンカゴの設置などを行い、展望台周辺の魅力向
上を図り、市民の憩いの場の創設及び観光客誘致を進め
ていく。

　質問
公営住宅整備事業の内容を伺う。また、維持管理費を削
減する努力は必要であると考えるが、住宅の集約化など
の考えについて伺う。

　答弁
公営住宅整備事業については、金子南団地１棟の屋上防
水工事及び外壁劣化部の改修が主な施工内容となる。
四国中央市公営住宅等長寿命化計画に基づき、計画的な
建て替えや集約化も含め実施する。
老朽化が著しい住宅は、用途廃止も視野に入れ、最終的
には管理戸数を減らし、良質な市営住宅のストックを目
指していく。

議案第 52 号
令和 6 年度
四国中央市一般会計補正予算（第 2 号）[ 所管分 ]

議会だより

編集委員会

　今号で特集しましたが、7 月 6 日に＂議員と「未来
の四国中央市」語ろうや！ ” という議会啓発事業が開
催されました。
　昨年の高校生議会に引き続き・・・という感じに思
えますが、もっとざっくばらんに、率直な意見交換を
行うことができ、議員側も多くの学びを得る機会とな
りました。
　こういった取り組みを継続して、若者の社会参画意
識・主権者意識の醸成を図るとともに、議会への理解・
関心が高まることを切に願っています。

今号の表紙

カフェトーク終了後
に参加者みんなで記
念撮影。篠永議長の
掛け声でカップを掲
げました。

◎猪川　護　　〇横内博之
　杉浦良子　　眞鍋利憲
　飛鷹裕輔

編集後記



紙面の都合上、質問は抜粋しています

総務市民委員会
審査概要

◎委員長　〇副委員長

◎原田泰樹　〇谷内　開　
　山川和孝　　川上賢孝　　　篠永誠司　　吉田善三郎
　谷　國光　

議案第 52 号
令和 6 年度
四国中央市一般会計補正予算（第 2 号）[ 所管分 ]

◎吉原　敦　　〇眞鍋利憲　
　横内博之　　杉浦良子　　猪川　護　　山本照男

教育厚生委員会
審査概要

◎委員長　〇副委員長

議案第 52 号
令和 6 年度
四国中央市一般会計補正予算（第 2 号）[ 所管分 ]

　質問
スクール・サポート・スタッフ配置事業について、今回
の補正予算を含め、今年度は小中学校合わせて、何校に
何人を配置できるものであるか伺う。

　答弁
今年度の配置人数については、25 人を予定している。現在、
16 人の配置が完了し、7 月 1 日からは、新たに 8 人が配
置される予定となっている。残り 1 人の配置についても、
早急に希望者の面接などを実施し、配置する予定である。
現時点で全 25 校のうち、24 校について、1 校につき 1 人
を配置する形となっている。令和 4 年度から配置を行っ
ているが、毎年、増員を求める要望があった中で、昨年
度までは、1 人が 2 校にまたがって配置されている状況で
あったが、今年度においては、全ての学校に配置できる
こととなった。

　質問
企業版ふるさと納税を活用した電子書籍の購入により、
愛媛県内での位置づけがどうなるのか、また、成果及び
効果についても伺う。

　答弁
今回、1000 万円の寄附を活用し電子書籍を購入する予定
で、約 2000 冊の蔵書ができるものと考えている。それに
より、児童書については、県内で最多の蔵書数になると
思われる。
今回の選書に当たっては、前回と同様に子どもたちの意
見も取り入れたものとし、調べものなど普段の学習に活
用できる蔵書も考えているため、子どもたちに大いに活
用してもらいたい。

　質問
市発足 20 周年記念事業について、事業規模を伺う。

　答弁
令和 5 年度から事業を開始し、令和 5 年度の当初予算では、
約 2700 万円をフリーイベントや令和 6 年 5 月 12 日に行
われた式典の準備予算として計上した。
令和 6 年度については、当初予算で 1 億 2200 万円ほど計
上しており、市の花火大会などの既存事業の拡大分や式
典に係る費用、また、しこちゅ～ホールで開催予定の紙
の博覧会などの経費を計上している。
今回の補正では、約 3700 万円を磁器婚や紙のシンポジウ
ムの経費として計上している。

　質問
がん患者アピアランスケア支援事業助成金について、本
市の状況を伺う。

　答弁
がん患者への支援事業としては、これまで在宅療養に必
要なホームヘルプサービス等利用料の一部を助成する若
年がん患者在宅療養支援事業は実施しているが、外見の
変化に伴うアピアランスケア支援事業は初めての取り組
みである。



議会傍聴議会傍聴ののご案内ご案内
四国中央市議会では、
誰でも本会議を傍聴することができます。
傍聴を希望される方は、
住所と氏名を記入して入場することになります。
傍聴席には限りがありますので、
団体で傍聴を希望される場合は、
あらかじめ議会事務局までご連絡ください。

議会事務局　28-6048

日程や内容などを知りたい方は…

市報のお知らせ欄を
ご覧になるか、
市議会ホームページ
に、定例会日程を
掲載しています。 市議会ホームページ

議　員　表　彰議　員　表　彰
　
　長年市政の発展、振興に努められた功績に対し、表彰状が贈呈されました。

■全国市議会議長会

　特別表彰　25 年以上市議会議員　曽我部 清曽我部 清 議員

　特別表彰　25 年以上市議会議員　川上 賢孝川上 賢孝 議員

■四国市議会議長会

　特別表彰　12 年以上市議会議員　三宅 繁博三宅 繁博 議員 



令和6年6月6月定例会　議決結果一覧
番　号 件　名 議決結果

承認第 2 号 四国中央市税条例の一部を改正する条例の専決処分の承認を求めることについて 承　　認

承認第 3 号 交通事故に伴う和解についての専決処分の承認を求めることについて 承　　認

議案第 45 号 四国中央市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 46 号 四国中央市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
について 原案可決

議案第 47 号 四国中央市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一
部を改正する条例について 原案可決

議案第 48 号 四国中央市子ども若者発達支援センター条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 49 号 四国中央市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予
防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 50 号 四国中央市下水道条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 51 号 令和６年度四国中央市一般会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第 52 号 令和６年度四国中央市一般会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第 53 号 令和６年度四国中央市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第 54 号 令和６年度四国中央市介護予防支援事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第 55 号 令和６ 年度 四国中央市工業用水道事業会計補正予算 （第１号） 原案可決

議案第 56 号 新居浜市・西条市・四国中央市消防指令事務協議会の設置について 原案可決

議案第 57 号 四国中央市公平委員会委員の選任につき同意を求めることについて 同　　意

議案第 58 号 四国中央市教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 同　　意

議案第 59 号 物品購入契約の締結について 原案可決

議案第 60 号 物品購入契約の締結について 原案可決

議案第 61 号 物品購入契約の締結について 原案可決

議案第 62 号 物品購入契約の締結について 原案可決

議案第 63 号 北地区交流センター（仮称）新築工事（建築・機械設備工事）請負契約の締結について 原案可決

選挙第 1 号 四国中央市選挙管理委員会委員及び補充員の選挙について 指名推選
 5 年
陳情第 2 号 保育士配置基準の改善及び保育士の処遇改善を求める陳情書 継続審査

 5 年
陳情第 5 号 学校給食の無償化を求める意見書の提出を求める陳情について 継続審査

 6 年
陳情第 1 号 加齢性難聴者への支援に関する陳情について 継続審査



紙面の都合上、質問・答弁の一部を要約して掲載しています
一般質問 二次元コードから、各議員の質問の映像を見ることができます

本市でも学用品の無償化を実施してはどうか

　質問
子育て世帯に重くのしかかっ
ているのは、副教材費、学用
品などの負担である。他自治
体では、社会全体で子育てを
支える、「義務教育は無償」
という憲法理念から、学用品
無償にも踏み出している。本
市もそれに続き、子育て応援、
お金の心配なく学べる環境を
目指し、学用品の無償化を実
施してはどうか。

　答弁　　　副市長、教育指導部長
今年度、学校給食費については、子育て支援として市単独予算で無
償化を実施した。
学用品費も無償化すべきとのことであるが、学校給食費の無償化に
おいても、現時点では、各自治体で実施、継続の判断をするために
は、一般財源を活用することとなるため、大きな財政負担が長期的
に必要となる。
義務教育で無償とすべき範囲をどこまでとするかは、今後の国の議
論を注視しつつ、慎重に判断すべきものと考えている。

飛鷹裕輔
議員

その他の質問 加齢性難聴者の補聴器購入助成について
よりよい保育実現に向けて、子供たちにもう一人保育士を　ほか 6 件

四国中央市空き家バンク事業について

　質問
運用開始から約 1 年が経過
した「四国中央市空き家バン
ク事業」の現状を伺う。
また、空き家バンクの普及啓
発方法と市独自の支援策を伺
う。

　答弁　　　市長、副市長
現状は、登録申請件数が 29 件、登録物件数が 18 件、登録審査中
の物件数が 5 件、売買などの成約件数が 2 件である。  
空き家バンク事業の周知については、市のホームページや移住・定
住ポータルサイトで情報発信を行っている。また、新宮地域では、
地域おこし協力隊と地域活性化を目指す団体が中心となり、移住者
の増加や地域の魅力発信を目的に、独自に空き家情報の収集に努め
るなど、地域住民発の活動も生まれている。更に広報紙への掲載や
各種媒体での情報発信など、空き家の所有者の方に、より広く制度
を認知していただける対策を検討していく。

杉浦良子
議員

その他の質問 「おりなすロゴ」利活用について　   公共交通機関の充実について

熱中症対策の推進について

　質問
エアコンの動作不良により、
冷却できないことがあると、
これからの季節は命の危険に
及ぶこともある。クーリング
シェルターの整備と併せ、高
齢者世帯のエアコンの手入れ
や積極的な点検の推奨も必要
である。高齢者の熱中症予防
に対する意識醸成を図るため
の取り組みを伺う。

　答弁　　　市長、副市長、福祉部長、教育管理部長
高齢者世帯のエアコンの性能維持策の一例に、家屋内の簡単な作業
を行う軽度生活援助事業がある。この事業は、シルバー人材センター
に作業を依頼し、年間 6 時間までの人件費を市が負担するもので
ある。エアコンの手入れなどに活用していただけるよう周知してい
く。
また、今年の夏も猛暑が予想されることから、高齢者と密接に関わ
ることが多い地域包括支援センターの職員を始め、市内のケアマ
ネージャーなどを通して高齢者の方々に熱中症予防の注意喚起を行
い、くれぐれもエアコンの使用を躊

ちゅうちょ

躇しないよう、丁寧に呼びかけ
たい。

谷内　開
議員

その他の質問 大規模災害に備えるトイレ等の推進について
 特殊詐欺被害防止対策について



紙面の都合上、質問・答弁の一部を要約して掲載しています

森林環境税及び森林環境譲与税について

　質問
森林環境税の目的及び徴収方
法、対象者、税額について伺
う。
また、森林環境譲与税の譲与
額、使途資金の残額及び今後
の森林環境譲与税の有効な利
用方策について伺う。

　答弁　　　副市長、政策部長
国内の森林の管理が適切に行われていないことが大きな課題となっ
ている現在、災害防止や地球温暖化防止を図るための森林整備など
に必要な地方財源を安定的に確保する目的から、令和 6 年度に森
林環境税が創設された。住民税非課税者を除いた個人に対して課
税される国税であり、各市町において住民税均等割とあわせて年額
1000 円が徴収される。今年度、国から譲与される森林環境譲与税
は約 1 億 1300 万円を見込んでおり、基金残高は 2 億 438 万 9 千円
である。今後は、林業体験講座などの開催や、間伐業務の安定した
発注による人材確保及び森林整備の促進に向け、市内の事業体や関
係機関と連携し、森林環境譲与税の有効活用に取り組んでいく。

三宅繁博
議員

その他の質問 農業振興計画について　 農福連携について
カーボンニュートラルの普及について

市内の住居表示について

　質問
住居表示対象地域である朝
日、中央、宮川、金子、紙屋
町の旧三島地区内には、住居
番号が同じ住所が多数存在す
る。同じ住所が混在すること
で、住居が特定できず、荷物
の誤配など大変迷惑をお掛け
する。希望者に新たな住居番
号を付番してはどうか。

　答弁　　　市民窓口センター所長
住居表示制度は、「地区名」、「街区」、「住居番号」と、単純化した
表現になることから、地図上において、住所地を特定しやすいとい
う利点がある。
しかしながら、建物の立地条件によっては、一部同じ住居番号が付
番されてしまうことから、インターネット通販の配送方法によって
は、対面ではない場合も増えており、不都合が生じている。このよ
うな現状に対し、枝番となる番号を新たに加えるなど、他の自治体
の事例も参考としながら、今後、本市の対策を検討していく。

その他の質問 災害から何を学ぶのか　 本市所有のマイクロバスの運用について　　　　
在留外国人の暮らしを支える取り組みについて

三浦克彦
議員

現在の四国中央病院移転後の跡地について

　質問
建設予定である新中核病院の
建設計画について、これま
での経緯と開院までのスケ
ジュールを伺う。竣工後は、
今の四国中央病院が閉院移転
となるが、移転後の患者の通
院手段などの対策はあるの
か。また、2 万 3628 平方メー
トルの広大な跡地の今後につ
いて市の対応を伺う。 

　答弁　　　副市長、市民部長、医療対策課長
令和 3 年 1 月に三島医療センターの場所に現在の四国中央病院を
移転統合する決定がなされ、令和 4 年に「基本構想」、令和 5 年に「基
本計画」が策定された。竣工後の開院準備を経て、令和 10 年度中
の開院となる予定である。患者の移動手段については、移転整備後
においても、ご不便をおかけしない移動手段などを検討していくこ
とが重要であると考えており、今後、関係機関と連携しながら検討
を進めていく。公立学校共済組合において、現時点では跡地の活用
方法の検討は具体的には進んでいないが、本市の地域医療提供体制
の充実も含めて、効果的な跡地活用としていただけるよう、働きか
けていくことが重要であると考えている。

吉田善三郎
議員

その他の質問 本市の高齢者施策について



一般質問 二次元コードから、各議員の質問の映像を見ることができます

ガントリークレーンのライトアップについて伺う

　質問
4 月 22 日に実施されたライ
トアップデモンストレーショ
ンは、3 月議会で市長、副市
長が答弁したように、市民が
勇気を持ち、元気が出るよう
な効果が得られたのか。また、

「港湾部の発展が市の誇り」
ということであるが、発展が
もたらすことによる周辺住民
の渋滞不安への対策について
伺う。

　答弁　　　市長、副市長
試験点灯当日は、靄

もや

がかかるような悪天候で、   
ライトアップの環境としては非常に悪い状況であったことも影響し
てか、「見えにくかった」などの意見が多くあった。しかし、一方では、
カラフルな配色やリズムに合わせた点灯など「綺麗でよかった」、「迫
力があった」などの意見もあった。ライトアップ自体は、賛成以外
の意見もあるが、この事業は、港湾事業者をバックアップする意味
も含んでいる。1 人でも多くの方に意見をいただきながら、ライト
アップによる効果がさまざまな場面で発現できるよう研究していき
たい。渋滞対策としては、新中核病院の整備と併せ、緊急車両など
がスムーズに通行できるよう既存路線を改良する予定である。

吉原  敦
議員

その他の質問 インクルーシブ遊具の導入について 　 市発足 20 周年記念事業について

消滅可能性自治体の発表を受けて

　質問
人口戦略会議の発表で本市が
消滅可能性自治体に該当し
た。2020 年からの 30 年間で、
子どもを産む中心世代である
20 ～ 39 歳の女性が半数以下
になると推計されているが、
どのように受け止め、分析し
ているのかを伺う。

　答弁　　　市長、副市長、政策部長、政策推進課長
分析では、39 歳以下の若者世代の減少率が 53％と非常に高い数値
である一方、65 歳以上の減少率は 12.6％に留まっており、人口減
少と少子高齢化が更に進行することが改めて顕在化した。人口減少
対策については、市としてさまざまな取り組みを実施し、死力を尽
くすことは当然だが、日本全体が抱える非常に深刻な課題であり、
解決に向けては社会構造の転換など国や県と連携した取り組みが必
要不可欠である。国や県に対し機会を捉えて働きかけていく。

その他の質問 不登校支援について

横内博之
議員

寒川中央線について

　質問
今年度末に供用開始予定の寒
川中央線について、交差点事
故を防ぐため、市道寒川豊岡
線とどちらを優先道とするの
か。他の地域で同様の交差点
が存在しているが、供用開始
後に事故が頻発し、優先道の
変更を行った事例もある。事
例を参考に地元住民の意見も
踏まえた優先道の選択を願い
たい。

　答弁　　　市長、建設部長、建設課長
市道寒川豊岡線との交差点については、現在も、交通規制を所管す
る愛媛県公安委員会と協議を行っている。公安委員会からは、供用
開始後の通行状況の確認を行い、優先する道路を決定したいとの回
答である。市では、早期の通行規制を要望していくとともに、供用
開始に先立ち、交差点の明確化や運転者に減速を促すための着色や
十字マークなどの路面標示を設置し、安全対策を講じる予定である。

眞鍋利憲
議員

その他の質問 嶺南地域の観光資源の活用等について   通学路について



未来を語ろう
このまちで、将来どんなふ
うに暮らしたい？

「観光・地域資源」「文化・
伝統」「公共施設」の３つ
のテーマに分かれ、現状と
課題を分析。「理想のまち」
を語り合いました。

こんな未来はどう？
みんなで描いた「理想のま
ち」をテーブルごとに発表
しました。議員と若者が本
音で語り合ったことで、理
想を実現するための具体策
がたくさん。きっとステキ
な未来がやってくる。
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COFFEE

BREAK

　カフェトークにご参加いただき誠に
ありがとうございました。リラックス
した雰囲気の中、市議会議員と若者が
本市の未来について本音で語り合い、
お互いの意見を受け入れながら、良い
アイデアが生まれました。
　今回の企画で政治や議会を少しでも
身近に感じ、興味や関心を持ってもら
う良いきっかけになれば幸いです。

議会改革調査特別委員会
谷内　開 委員長　

カフェトークを終えて



７月６日、市役所市民交流棟にちょっと変わったカフェがOPEN。
市発足 20周年の節目に、これまでとは違う形で市民に議会を知っ
てもらおうと市議会が企画したこのカフェで、議員と若者たちが
四国中央市の未来について本音で語り合いました。

写真左から大廣将也さん、大西満王さん

議員と
「未来の四国中央市」
語ろうや！

OPEN

まずはアイスブレイク
最初は少し緊張していた参
加者たち。カードを使った
自己紹介で一気に距離が縮
まり、各テーブルからは笑
顔と笑い声が溢れました。
滑り出しは上々です。

議場に行ってみよう
議員の案内で議場を見学し
ました。議員に勧められて
議長席や質問席に座る参加
者たち。気がつくとあちこ
ちで撮影会が始まっていま
した。

教えて先輩
本市出身で地域おこし協力
隊の大廣将也さんと手漉き
和 紙 職 人 の 大 西 満 王 さ ん
に、それぞれが描いた未来
と、それに向かって取り組
んでいることをお話しいた
だきました。
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議
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と

「
未
来
の
四
国
中
央
市
」

語
ろ
う
や
！

特
集

・三島高校 ６人・川之江高校 ４人・土居高校  4 人・三島高校 ６人・川之江高校 ４人・土居高校  4 人
・四国中央医療福祉総合学院 ３人・愛媛大学 ４人 ・四国中央医療福祉総合学院 ３人・愛媛大学 ４人 
・四国中央テレビ ２人・四国中央テレビ ２人
・大廣将也さん・大西満王さん・大廣将也さん・大西満王さん
・市議会議員 18 人・市役所 3 人・市議会議員 18 人・市役所 3 人
5×6

エリエールペーパーテクノロジー

採用応募前工場

見学随時実施中！
TEL 0896-29-5611


